









































はっきりした比喩的意味を持つ 「比喩的慣用句 」 に分けている。氏は「辿語成句的恨用句」
の形式的特徴を説明するため、 巡体句（何々の～、 形容洞）を付けて構成要索においての名
詞の文法機能を生き返らせることを試みた。 「比喩的恨用句」 の特徴を説明するため、直喩
の形式には 「 一ばかりの、 ほどの」 の結合、 隠喩の表現には語句の意味が派生的 ・ 象徴的な
比唸的意味の把姐を説いている。 その他、氏は品詞別の特徴（動洞祁t用句の67％がヲ格で結
ぱれている）、i鴎的な特徴（身体・心祁猜騒曲の 恨用句表現）を述べているが、氏の研究の功








は、 動詞ハシルの語形変化及ぴ終止形 ・ 辿体形を考慮に入れず、 動岡ハシルを中心に結合す
る名洞の類型別に収梨した。 ただし、 複合的な意味をもつ複合附は恨用表現とは深く係わっ
ていないので、 収集対象から除外した。用例中には係助桐ハ、 格lJ)J詞ノから成っている例文
もふくむ。勁洞ハシルの当て字としては、「走」 の以外にも、「易史、趨、 奔、 詮」 に成ってい
- 160 - (105) 
る例文も考慮に入れて収集した。
表1 参考資料における作品名と動詞ハシルの動詞句の述べ語数
作品名 或 生 越 貝 競 恐 金 蔀 古 少 塩 型
延べ語数 19 1 8 1 5 23 16 8 7 8 18 31 
作品名 星 太 鎖 土 野 半 彼 ふ 夫 モ 楡 酋



































































































伝令 行人 近習 家来 寮監 鼠 馬 蛇 魚 晰錫 野次馬 など
4. 2 乗り物類
トラック 戦車 船 舟 蒸気船 自転車 エレペ ー ター ロケット 自転車 など
4. 3 液体類
水 細流 急流 波 山波 小流れ 小雨 海水 生唾（水）銀 露 汗 涙 など
4. 4 辺具（紐、刃物、器械）
(108) - 157 -
節 ベン 万年箪 洋笙 絵箪 鉛鉦 矢 槍 短刀 嫉刀（ねたば） 白刀 剃刀
バリカン 器械 など
4. 5 目で見られる気体類
裳 省 粉雪 黒裳 煙 雨雲 水蒸気 霧 など
4. 6 風、 紙類
風 幣 枯菜 など
4. 7 状態を表す名詞
亀裂 割れ目 ヒピ など
4. 8 線状を表す名詞煩
道路 筋 斉筋 細流 井戸縄 路 根 尾根 線路 レール 鉄道線 糸路 血管
木目 樹の枝 小路 通路 街道 小敷 縁（ふち） モ ー ）レ 秩父の諸嶺脈 など
4. 9 光や砲気類
稲要 光り物 光線 雷光 スバー ク 残光 朝の陽 火 炎 砲気 影 府
人影 など
4. 10 人間の精神を表す名詞類
戦慄 悪感 興租 緊張 悪寒 恐怖 感蹂 動揺 裳え しぴれ 痙攣 緊張感
痛み（狼狽の）色 表情 梢 屈辱感 感梢 嫌悪感 おそれ 感動
f輝 不安 笑い 誘き 空想 意識 観念 呪い 自蓉心など
4. 11 音類
音 声 歌 詩 足音 サイレン 喧楳 など
4. 12 玉類
銃丸 弾 魚雷 ポウル（ポール）など
4. 13 身体の部位、 感従器官
手 足 爪の先 ／ 目（視線）耳 など
4. 14 星類
























同じ動洞句の 「節が走る」 と酋っても、上記の (31) の例文の楊合には、「似頗絵の上に部
が動く 」 ことであって、勺知が現実枇界を反映し、構成要素の断片が単語性を有している
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